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《 躯 体 性 能 （ＳＴＲ２Ｆ）》 
 設 定 ―物 件 設 定 ―設 定 ―断 ⾯ ⽋ 損 率  
 
＜断 ⾯ ⽋ 損 率 ＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  〔設 定 －断 ⾯ ⽋ 損 率 〕をクリックすると、「断 ⾯ ⽋ 損 率 」のダイアログが開 きます。 

②  断 ⾯ ⽋ 損 の検 討 を「既 存 設 定 」「任 意 設 定 」「梁 成 設 定 」より選 択 して「OK」をクリックします。 

 

 

 

〈既 存 設 定 〉 
  下図の低減率を加味して計算を⾏います。 
 
 

 

 

 

〈任 意 設 定 〉 
  低減率の数値を任意で設定可能です。 
 

〈梁 成 設 定 〉 
  断⾯⽋損マスターで設定したメス材成ごとの蟻仕⼝および柱ほぞ等の断⾯⽋損低減率を考慮して計算を⾏います。 
 

 

 

 

 

① 
② 

 

・根 太 彫 がある場 合  

・⽚ ⾯ に仕 ⼝ ⽋ 込 みがある場 合  

・両 ⾯ に仕 ⼝ ⽋ 込 みがある場 合  
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◆個 別 に任 意 の断 ⾯ ⽋ 損 率 を設 定 することができます 

 

《 躯 体 性 能 （ＳＴＲ２Ｆ）》 
 設 定 ―物 件 設 定 ―設 定 ―断 ⾯ ⽋ 損 率  
 
 

◆断 ⾯ ⽋ 損 マスター登 録  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 〔補 助 〕－〔マスター編 集 〕をクリックします。「設 定 ツール起 動 」のダイアログが表 ⽰ されます。 
② ｢構 造 計 算 係 数 設 定 ツール｣を選 択 し、｢編 集 ｣をクリックします。 
③ 「断 ⾯ ⽋ 損 」タブを選 択 し、メス材 成 の範 囲 ごとに⽋ 損 率 を設 定 します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

② 

③ 

横架材を右クリック 

横 架 材 の材 属 性 編 集 画 ⾯ の断 ⾯ ⽋ 損 率 タブで「個 別 指 定 」に 

チェックを付 けると、横 架 材 ごとの“断 ⾯ 係 数 ”“断 ⾯ 2 次 モーメント” 

を設 定 することができます。 
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《 躯 体 性 能 （ＳＴＲ２Ｆ）》 
 設 定 ―物 件 設 定 ―設 定 ―断 ⾯ ⽋ 損 率  
 
◆必 要 材 ⼨ の表 ⽰ について 

断 ⾯ ⽋ 損 率 の設 定 を「梁 成 設 定 」にした場 合 、「曲 げ応 ⼒ 度 」と「たわみ量 」の必 要 材 ⼨ の検 討  
は、マスターに追 加 された「断 ⾯ ⽋ 損 」の材 成 テーブル（※1）の該 当 するメス材 成 の断 ⾯ ⽋ 損 を 
考 慮 し、そのメス材 成 の範 囲 内 で許 容 しうる最 低 の材 ⼨ （＝XSTAE の材 マスターに登 録 している 
材 成 単 位 ）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

＜横架材評価⼀覧表＞ 

「 せ ん 断 応 ⼒ 度 」 の 必 要 材 成 ≦ 「 曲 げ 応 ⼒ 度 」 「 た わ み 量 」 の 必 要 材 成 の 場 合  

（）無 しの数 値 ＝（）付 きの数 値  となります。 


